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人間 ら し く生 き るた め の 研究 （ 3 ）

　　　福 本 俊 ・泉 亜 由美 ・小 林 巳 紗 　星 道 子 ・
福 山 多 江 子

　　　　　　（日 本女子大学）　　　　　　 （関東短期大学）

【問題】 こ の 研究 は 実は 日 本の 男性の 生 き方 を 問 う研

究で あ る．過去．研究 （1 ） （2 ＞ を そ れ ぞ れ 日本教

育 心 理学会大会 （第 45 回 2003 年） 日本 心 理学会

大会 （第 67 回 2003 年 ）に 発表 して い る．本研究

を通 して 呼 び か け た い 点 は，特 に 男性 の 暮 ら し方 に お

け る 「幼 い 頃 か ら の 友人関係の 不可欠性」 で あ る．全

て を 犠牲 に して 生産活動 に 携わ っ た 男性 た ちが定年後

に 思 い 知 らさ れ る の は 自らの 交際範囲 の 乏 しさで あ る．

引退後の 暮ら しで は 生産年齢時代 の 同僚 との 結び付き

は希薄 に な り，生産活動 を 支 え て い た ス キ ル が 充分 に

発揮 さ れ る と は 限 らな い．こ の よ うに 生産活動と引き

換 え に した 代償の 大き さを 知 ら さ れ る と す る な らば，

そ れ は，労働 か らの 疎外と言 わ ざ る を 得 な い で あ ろ う．の 順 で あ る．

男女 共 同 参 画 時 代 と 言 わ れ る．しか し，多 くの 女 性 が

安心 して 産 み 。育 て な が ら働ける 状況 に は 程遠 い 状態

で あ る．そ の 原 因 の 大 きな 1 つ が 男性 の 自覚 の 無 さ で

あ る．例 え ば，男性 の 子 育 て 参加 の 必 要性 は 熱 心 に 言

わ れ て い る が，当の 男性 が 乗 り気 で な い ．職場 に 育児

休業制度 が あ る が ，父 親 の 休業取 得 率 は 極 め て 小 さ い

（男 tr　O ．42 ％ ：

’
99 年度厚生労働省）．育児休

業 制 度 が と れ る ほ ど時 間 的余 裕 が な い 事 も確 か で あ ろ

うが ，低取得率 に は 「な ぜ 男性が 」 と言 う風潮も一
役

買 っ て い る と言 わ れ て い る．こ れ は ，現在 の 男性た ち

に 「子育 て な どは 女 。 子供 の す る こ と」 と の 観念 が 幼

い と きか ら植 え 付けられ て 来た事を 意味して い る．実

際職場 で は ，同僚が育児休業 を取得 した とき 「彼 は （

出世競争 か ら ）下 りた 」 と考 え る 風土 も多 くあると聞

く．こ の 事 は，保 育職 ・看護職 に 就 く男性 が未だ 未 だ

少 な い こ と に も如実 に 現 れ て い る ．待遇 が 男性 の 多い

職 種 に 比 べ て劣 っ て い る こ と も一
役買 っ て お り，こ れ

らの 仕事 は 「女 ・子供」向 けだ と の 意識 が 働 い て い る．

も し も男性 が よ り 自発 的 に 育児休業 を と る こ と が で き

た な らば ど うで あろ うか．確 か な こ とは，そ の 人 は育

児休業 を と らな か っ た 場 合 よ り も幾倍 も多 くの 事柄 と

人間関係 とを 経験 す る に 至 る で あ ろ う．現在の 母親達

が そ うで あ る よ う に．

【目的】成人期 か ら老年期 に ある 人 々 の
， 幼少期か ら

現在 ま で の   友人関係及 び 暮 らし全般 に つ い て の 評価．

  現在ま で の 暮ら しで 大切 に して 来 た もの ・こ と． 

引 退 後 の 20 数年間 の暮ら しの 中で 大切 に した い もの

・ こ と に つ い て ， 明 らか に す る．

【方法】 1．対象者 ： 札 幌市，石川県，群馬県，愛知
』

県，東京都 に 在住 の ，学生，社会人他．男性，中間性 ，

女 性．約 700 名．年齢は 18 歳 か ら 90 歳 に 亙 る．
2．質 問紙調査 ：

”一線を退 い た 後 の 20 年間の 生 き

方
”

を 中心 に 問 う質問紙．幼少期 か ら成人期 の 友人関

係 に つ い て の 評価．友人関係 ・家族関係．現在 の 同性

・異性 の 友人数と そ の 評価．こ れ ま で の 生活 で 大切 に

して 来 た 点．一線 を退 い た後の 20 年間 の 人生設計

（多肢選 択法）．

3．調査年月 ： 2002 年 ll 月か ら 2003 年 3 月．

【結果 ・考察】 L 各項 目の 結 果 ： 数字 は 男性 ・女性

　　　　 　　 （男 ・女約 300 名 の デ ータ で あ る ）

01 ．就学 前 友 人 関係 ： 4．25，4．37

02 ．就学前得 点 ： 了8．39，83．31 （有意差 あ り）

03 ．小学校友人関係 ； 4．17，4．　04
04 ．小 学 校 得 点 ：76．15，75．59

05 ．中学校友人関係 ： 4．OO．　3．94
06 ．中 学校 得 点 ：72．66，73．88

07 ．高校友人関係 ： 3．90，4．24 （有意差あ り＞

08 ．高校得点 ：73．37，81．16 （有意 差 あ り ）

09 ．青年友人関係 ： 4．11，4．30（有意差 あ り ）

10 ．青年得点 ： 78．49，82．16 （有意差 あ り）

11 ．現在友人数 lL19 ，9．OO （有意差 あ り）

12 ．現在友人数評価 ： 5．64，5．78
13 ．現在友人関係評価 ： 6．　02，6．01
14 ．現在異性友人数 ： 4．15，3．84
15 ．現在異性友人数評価 ： 4．65，5．07（有轣 あり）

16 ．現 在 異性関係評価 ：5．03，5．36 （有意 傾向あ り ）

17 ．カ ラ オ ケ 参加 ： 1．93，1．89
18 ．大切 に して 来 た こ とベ ス ト 3 ：友人関係 〉優

し さ な ど 人 と して の 心〉自分 ら し く あ る こ と （男女同
一），

19 ．将来 の 暮 ら し方 ベ ス ト 3 ： 特定 の パ ー
ト ナ

ー
と

暮ら す〉趣味 を 活 か す 〉大勢 の 友人 た ちと楽 しみ な が

ら暮 らす，特定 の パ ー
トと暮 らす 〉大勢 の 友人 た ち と

楽 しみ な が ら暮 らす〉趣味を生 か す
「

20 ．就学前 友人関係 と の 相関関係 ： 小学校か ら青年

期の 友人関係 と有意な相関，小学校 か ら高校 及 び現 在

の 友人関係 と有意 な 相関．そ の 他，就学前得点 とは 小

一 848 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

学校か ら青年期 ま で 有意 な 相関が認 め られ た ．

皿 ．各時期で の 友人 関係評価間 の 相関関係 二 158
名 （男性 58 名，女性 100 名）．30 歳〜90 歳

ス ピ ア マ ン の 順位相関係数 か ら，ほ ぼ 以下 の 結果 が

見 られ る，本質問紙 で 取 り上 げ て い る 人数 や 評価 は ，

  就学前友人関係，  就学前生 活得 点，  小学校友

人関係，  小学校生活得点，  中学校友人関係， 

中学校生活得点，  高校友人関係，  高校生活得点

，  青年期友人関係，  青年期生活得点 な ど 19 項

目 に 上 る ．女性が   就学前友人関係 の 評価 が 成人後

の 同性友人関係 の 評価 を 除 い て 他 の 全 て の 時期 ・評

価 と有意 な 相関関係 を 示 して い る の に 対 して ，男性

で は 成 人 後 の 時 期 ・項 目 と は 有 意 な 相関 関 係 に は な

い と 言 う点 が 顕著 で あ る ．更 に ，女性 に お い て は ，

仕事 以外 で の 友人関係 が 他 の 時期
・評 価 と有 意 な 相

関 関 係 を 示 し て い る．女 性 特有 の 友人 関 係 の 広 が り

と考 え られ る ，

皿 ．生 き る うえ で の ．指針 な ど に 関 し て

L こ れ ま で 大切 に して 来 た 事柄 な ど （問 1皿一3 ）

男女 と も 「優 しさ ・思 い 遣 りな どの ，人 と して の 心

」 「自分 らし くあ る こ と」，「自分 の 責任 は 自分 で と

る こ と 」が 最 も優先 さ れ た 項目の 中 の 上位 3位で あ

っ た．男性 は 「信念」 が 同点 3 位 で あ っ た．

2 ．社会的 に
一

線 を 退 い た後の暮ら し方 （希望） に

っ い て く問rv− 3 ） ： 男女 と も最も優先 さ れ た 項目

の 中で 1位と 2 位は 「特定 の パ ー
トナ ーと二 人 で一

緒 に 過 ご す （旅行 ・
食べ 歩 き な ど ）」， 「趣味を生

か して 過 ごす」 で あ っ た． 3 位 に は 男性 「自分 の 追

究 した い テ ー
マ （研究 ・創作活動 ・○○道 な ど ） に

取 り組 む 」 （5．2％），，女性 は 「大勢 の 友人 た ち と楽 し

み なが ら過 ご す」が 同点 2位 で あ っ た （18．6％）．第 1
位 の 数値が男性が 10 ％ 程大き い こ と と，第 3 位 の

内容 が 個人 に 向か う の か，友人 と の 輪 に 向か うの か

で 大 き く異 な っ て い る．

IV．引退後 の 望 ま しい 暮 ら し方 一2 ： 合 計 700 名

の 引退後 の 望 ま しい 暮 ら し方 の ベ ス ト3 を 年齢別 ・

性 別 に 整 理 し た ．対 象 者 の 年齢別 ・性別 の 内訳 が 表

1 で あ る．表 2 に 第 1位〜第 3 位 に 選 ば れ た 項 目を

示 し た．こ れ ら の 項 目は 次 の よ う な得点化 に よ っ て

い る，第 1 位 に は 3 ，第 2 位 に は 2 ，第 3位 に は 1
を選択頻度 に 乗 じ る，算出 さ れ た得点 を 合計 して 順

位 を っ け ベ ス ト3 を 決定 し た ．表 が ら読 み 取 れ る 事

は ．ほ ぼ 次 の と お りで あ る ．  全 て の 年齢層 を通 し

て ，対人関係 に 属す る内容 が 最重 要視さ れ て い る事．

  女性 は 男性 に 比 べ て 対人関係 に 属す る もの を重視 し

て い る こ と．  70 歳代以降 の 女性 は ，男性 よ り も個

人 に 属 す る もの に 生 き た い と考 え て い る こ と．自然 に

親 しむ に 次 い で 趣味 ・特定の パ ートナ ーと一
緒 で あ る．

表 1 ； 対象者数 。性別 ・年齢

性 ・年齢 〜19歳 20〜2930 〜3940 〜4950 〜5960 〜6970 〜 総 計

男　性 63 137 11 16 23 12 6268

女　性 178 1i2 30 52 45 8 7432

合　計 241 249 41 68 68 20 13700

表 2 ： 引退後 の 望 ま し い 暮 ら し方　ベ ス ト3
〜20歳 男子 特定 の パ ー

トナ
ー

と一緒 に 過 ごす 〉 趣味を生かす 〉 大勢の 友人 と過 ごす

女子 特定 の パ ー
トナ

ーと一緒 に 過 ごす 〉 大勢 の 友人 と過 ごす 〉 趣味 を生 か す

20〜29歳 ． 男子 特定 の パ ー．トナ
ー

と一緒 に 過 ごす 〉 趣味を生かす 〉 大勢 の 友人 と過 ごす

女子 特定の パ ートナーと一緒 に 過 ご す 〉 大勢 の 友人 と過 ごす 〉 趣味 を生 か す

30〜39歳 男子 特定 の パ ートナ ーと一緒 に 過 ご す 〉 趣 味を生 か す 〉 追究した い テ ー
マ

女子 特定 の パ ートナ ーと一緒 に 過 ご す 〉 趣 味 を 生 か す 〉 大勢の 友人 と過 ごす

40〜49歳 男子 特定 の パ ートナ ーと一緒 に 過 ご す 〉一一人静 か に ＝自然 に 親 しむ

女子 特定の パ ートナ
ーと一緒 に 過 ごナ〉 趣味 を 生 か す 〉 大勢の 友人 と過 ご す

50〜59歳 男子 特定 の パ ー
トナ

ー
と一緒 に 過 ご す 〉一人静か に ＝自然 に 親 しむ

女 子 特定 の パ ー
トナ

ーと一緒 に 過 ご す 〉 趣味 を 生 か す 〉 大勢 の 友人 と過 ごす

60〜69歳 男子 特定 の パ ートナ ーと一緒に 過 ご す 〉 趣味を生 か す 〉 追究し た い テ
ー

マ

女子 特定の パ ートナ ーと一緒 に 過 ご す＝趣味を生 か す 〉 自然 に 親 しむ

70歳〜 男子 特定 の パ ー
トナ

ー
と一緒 に 過 ご す 〉 趣味を生 か す 〉 自然 に親 しむ

女子 自然 に 親 しむ 〉 特定 の パ ー
トナ

ーと一緒 に 過 ごす 二趣味を生 か す
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